
集 合：正午
湯浅えき蔵３階会議室

参 加 費：500円 (ガイド料,保険料含む)

募集人数：先着２０名様
参加条件：約６kmを完歩できる方
持 ち 物：飲料、雨具

12/3 2022
【土】

※ 延期の場合は12/10(土）

有田地域だから 体験できる！
隣合わせの「日本遺産」を街あるき

～「最初の一滴」と「百世の安堵」 ２つの日本遺産をガイドさんと巡る～

湯浅町日本遺産ストーリー『「最初の一滴」～醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅 」

湯浅えき蔵
集合

広川町日本遺産ストーリー『「百世の安堵」～津波と復興の記憶が生きる広川の防災遺産～』

申 込 〆 切
１１／１４ [月] 必着

＊申込みは裏面をご覧ください

JR
湯浅駅
解散広村堤防感恩碑

湯浅町伝統的建造物群保存地区を巡る

東濱口公園

稲むらの火の館 濱口梧陵記念館津波防災教育センター
＋

物産販売・飲食施設「道あかり」

湯浅美味いもん蔵

ありだ広域交流協議会（和歌山県有田振興局企画産業課内）

担当：枠谷・清水 TEL: 0737-64-1286 FAX：0737-64-1274

申込み・問い合わせ先

湯浅町と広川町は、隣接する町でありながら、異なったストーリー

で日本遺産認定を受けています。湯浅町は平成29年4月『「最初の一

滴」醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅』のストーリーで、広川町は平

成30年5月『「百世の安堵」～津波と復興の記憶が生きる広川の

防災遺産～』のストーリーで、それぞれ認定を受けており、全国的に

見ても珍しいケースです。２つの歴史を感じながら「街あるき」はい

かがですか？

～全国的に珍しい隣合わせの日本遺産～

稲むらの火の館（広川町）湯浅町伝統的建造物群保存地区（湯浅町）

有田広域観光ホームページ
「山海あおし 遊ぼよありだ」

(16:30頃）
＊当日の天候や交通事情等により若干の変動あり

(12:00）

立石茶屋 旧栖原家 角長職人蔵 甚風呂 旧赤桐家
出発：12:30 New Open

行 程

先 着 順



募集期間：１１月１４日（月）まで
申込方法：募集期間内に申込者情報を記載し、下記のe-mailまたはFAXによりお申し込みください。

※ 定員が満員になり次第受付を終了させていただきます。
なお、受付が終了しましたら、ご指定のメールまたはFAXにご連絡いたします。

e-mail：e1304162@pref.wakayama.lg.jp ／ FAX：０７３７-６４-１２７４

参 加 申 込 書

申込者情報（※個人情報は本イベントの目的以外には使用しません）

(ふりがな)
お名前 生年月日 年 月 日

(ふりがな)
同伴者お名前 生年月日 年 月 日

(ふりがな)
同伴者お名前 生年月日 年 月 日

(ふりがな)
同伴者お名前 生年月日 年 月 日

代表者ご住所

〒

代表者電話番号
※中止の場合に連絡が取れ

る電話番号

(携帯など電話番号）

（ ） － （ ） － （ ）

受付完了のご連絡先
(e-mail) (FAX)

交通手段
電車 ／ 車 ／ その他（ ）

※集合場所のJR湯浅駅周辺は、駐車場の数に限りがございますので、可能な限り
公共交通機関でお越しください。

当イベントを
知ったきっかけ

例 〇〇駅でチラシを見た、〇〇のインスタグラムの投稿を見たなど

・昼食は各自でお済ませください。
・長時間の歩行となります。動きやすい服装に運動靴でご参加ください。
・集合場所までの交通費・駐車場代は参加者様ご自身の負担となります。
・ガイドや同行するスタッフの指示を必ず守ってください。
・万一、事故や怪我等が発生した場合、当該主催者が加入する傷害保険の範囲以外の責任は負いません
のでご了承ください。

・ウォーキングの様子を撮影した写真を報道機関やウェブサイト等に掲載する場合がございますので、
あらかじめご了承ください。

・中学生以下の方の参加は、保護者等の責任者の同伴が必要です。
・参加費は当日、現金にて集金させていただきます。
・小雨決行ですが、延期の場合は、イベント前日の正午頃に事務局より代表者様へ電話にてご連絡
させていただきます。

注 意 事 項


